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　　　　　 基礎地盤 コ ン サルタ ン ツ  　阪上　最一

　1． 報　告

　本 報 告 は，「 般 」 の セ ッ シ ョ ン 10編 と，「調査
・
分

類 」 の 4 セ ッ シ ョ ン 37編の 合計47編 の 発表 に 関 し た も

の で あ る。発表論文の 内容を 表
一 1に 示 す。

　（i）　 般

　内容 が 多岐 に わ た っ て お り，様 々 な 工 法，構造 物 を 対

象 とし た性能設計 ・信頼性設計の 試み が な さ れ て い る 。

　（2） 調 査 ・分 類／リモ
ートセ ソ シ ン グ 他

　 リモ
ートセ ソ シ ン グ 他で は，リモ

ートセ ン シ ン グ ・
画

像処 理 ，地 盤調 査法
・
物理 探査，地 質に 関 して 発 表 さ れ

た。使用 さ れ た 手 法は ，赤外線画 像，国 十 地 理 院 数値標

高，高解像度写 真，写 真画 像，弾性 波 と電 気比 抵 抗 ，．各

種 比 抵 抗 探 査，携帯赤外線ス ペ ク トロ メータな ど多岐 に

わた っ て い る。そ して，解 像 精 度 や 解析 結 果 の 解 釈 や 活

用 方 法 につ い て 議論 され た 。

　（3） 調査
・
分類／物理探査

　地 盤調 査法
・
物理 探査に 関 し て の 発表が あ っ た。電 気

探査，地 震探査，磁 気探査，地 中 レーダー，超 音 波探 査，

常時 微動 計 測，表面 波探 査，水底表 面 探 査 の 各種 の 物理

探査 手法 に 対 して，適 用 対象や 適用 限 界 あ る い は 計測

データの 判 読等，調 査 手 法 と して の 性 能 に関 す る 内容 を

中心 と して 質疑が 行わ れ た 。

　（4） 調査
・
分類／モ ニ タ リン グ

　盛十，十 潟，トン ネル ，堤 防を対 象に 新 た な計 測 手 法，

監 視手 法の 開発，適用 に 関 す る もの で 防 災機能の 有効性

の 向上 ，新 しい モ ニ タ リソ グ 手 法 の適用 ，モ ニ タ リン グ

精度向上，次 ス テ ッ プへ の反 映方法 な どが発表 され た 。

モ ニ タ リ ン グ 結果の 設計へ の 反映方法 ， 計測装置の 使用

環境の 制約有無 可能計測範囲等な どが討論され，今後

の 研究の 方向性が議論された。

　（5） 調 査 ・分 類／地 下 空 間建 設

　地 下 空 間連 設 に 関 して ，仮 想 の 大深 度 地 下 工 事 に お け

る 計測業務 の あ る べ き実施体制 に つ い て の 提言 と，計

測
・
モ ニ タ リ ン グ に 関 し て ，土 圧 計，間隙水圧 計，杭の

応 力計測 ，
ユ ニ バ ーサ ル 変位計，多段 式傾斜計

．，三 次 元

測 量，長尺 先進 ボーリン グ に よ る前方 調 査 な どの 計 測 器，

計測事例を 主 と した 発表 が な さ れ た。

　2． 研 究な らび に 技術動向

　 〔1）　 般

　従来の 設計方法 よ り合理 的 で 信頼性の 高 い 設 計へ の ア

プ ロ ーチ が 求め られ，設計方法 が変化 して い る 。

　  　調査
・
分類／ リ モ

ー
トセ ン シ ン グ他

　 リモ
ー

トセ ン シ ン グ や．各種画像 の 非破壊情報 を高解像

度で 直接利用 す る 方法 と，なん らか の 分析を して 推定情

報 を 得 る 二 つ の 手法が あ る。分 析手法 に は，線形 解析，
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表
一1　 研 究 内容 の 分類

項 　 　 目
発表
件数

内　 容

地 盤 改 良 ，補 強上 の ア 7 リ カで の 道路設 計 〔1｝，SCP 杭

設計
5

の 応 力分扛 率 （7），SCP 工 法 の 改 良

効 果 〔8），法 面 保 護 ⊥ 法 の 検 証 実 験
一

〔9），リサ イク ル 材の 有効利用 〔10）

般
信 頼 性 設 計 へ の ア プ

旧 一チ． 4

づ丶規 模 建築 基 礎 詫殳言十　（2〕，　正也盤 調 査

数量 と設計 の 信頼 性 （3〕，深層 混 台
1
処埋 工 法 の 信 頼 性設 言1．（4，5〕

施工 の 安 全性 1 移動 式 ク レ
ー

ン の 安定化 〔6〕

リモ
ー

ト セ ン シ ン 地 E リモ
ー

トセ ン シ ン グに よ る 岩斜而

グ ・画 像 処 理 の 安 定 性 評 価 （37｝，h地 利 用 の 変 化

に基づ く微地形 分類 （38〕，rl己組織

調

査
5

化 マ ッ プ に よ る 熱 赤 外線 画 像 処 理

〔39），尾崩 落危険 度評価 の た めの 岸

分
．

1
形 状 と 力学 特性 の デーヌペ ース 化

類 … 〔40 ），写真画 像粒 度解析 手法 の 適用
／
り

〔43 ｝

モ

ー
地 盤調 査法 ・物琿 探 多面 体透 明 ケ ーシ ン グ掘進 内壁 面画 像

卜 査 撮影に よ る地 盤 評価 （41 〕，蝉性波速
ゼ

ン
度 と比抵抗 の変換解析 に よる軟 岩地 山

シ 4 評 価 （42），赤外 線 スペ ク ト冂 メー覚

彡 の 地盤調査への 適用 （44），各種比抵

他 抗探 査 デ
ー

タを 用 い た透 水係 数 分布の

准定 11319〕

地 質
12

四 国 に お け る熱 水変 質 に起 因 す る地 盤

工学 的諸 間題 〔45〕

地 盤調 査法
・
物理 探 電気探 査お よび地震探杳の ジ H イン ト

査 に よ る地 盤評価 （46 ，，地 中 レ
ー

ダ
ー

の 城 郭石 垣 背 喞調査 へ の 適用 （47〕，
調 河lrl堤防構造 を対 象 とした比抵抗値 と
査

土 質特性の 関 係 （48），新 し い 磁気セ

分 ン サ ・一
に ，ヒる磁 気探 査法 （49 ｝，超音

類
／

i
10 波探 査 に よる海底泥分布調査 く50 〕，

物 ．常時微動観測 に よ る堤防構造の 振動特
理

探
性 〔51 ），常時微 動計測 に よる地 盤改

査 良効 果の 把握 〔52），地震探 査に よ る

地 盤 改良効果の 評価 （53），水 底表面

波探 査に よ る原 位置試験 （54〕，表画

波探 査に よるた め池堤体調査 （55 〕
i．．． 一 ．一．．
計測 ・モ ニ タ リン グ 盛 士に お ける列車通過時の 地盤振動発

生機 構に 関す る 現地 計測 〔56〕，人 凵

調 干潟造成後 に おけ る地盤高，覆砂厚の

寧 モ ニ タ リン グ （58，59〕，導電塗料を

分 用い た ひ び割れ検知 シ ス テ ム 〔60），
類

／

7
光フ ァ イバ セ ン ン ン グに よ る変位計の

モ 開発 （61 〕，比抵 抗に よ る盛 土の すべ

言： 0破 壊の モ ニ タ リン グ （62〕，河川 堤

リ 防モ ニ ヌ リ ン グ シ ス テ ム に 関す る 考察

渉 〔63）

そ の 他　　　　　　
31

人 口 「潟造成 に伴 う浚渫 f：粘＋強制置

換法 に よる 中仕切堤の 築造　〔57 ♪

翌地 下空 間建 設 仮想の 大深度地 卜鉄建設プロ ジ ェ ク ト

に お け る計 唄1∫業務 の 実施体制　〔64 ），
鑑 大深度地 ド空間での⊥木計測技術の 課

最 4 題 と対 策 〔その 1，そ の 2〕 （65，66），

夷 既 設 構造 物 ア ン ダーピ ニ ン グ時 に地 盤

間 改 良体 と仮受 杭 に 発生 す る 応 力計測

嚢 〔67）

土 と基 礎 ，53− 12 （575）
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件数 ． ト
人1 容

5

、11ニ バ ーサ ル変位計の 計測結果に 基づ

1く併設 シ
ー

ル ド トン ネル の 解析 C68 〕，
高 水圧 ドに お け る トン ネ ル先進 ボ ー1｝

ン ゲ 施 工 実績 幡9｝，光 ソ ァ イパ セ ン

サ を用 い た 多段 式傾斜討 の 開 発 と地 盤

変形 計 測 〔7e．71、，3D ス キ ”’”t 一に

k る調 査 ・計 測 C72｝

重 回 帰分析 ，
SOM ，逆解析，ク リ ギ ン グ な どの 手法 が

用い られ て お り，推定情報が 様 々 な物理量を得 るた め 活

用さ れ て い る。

　（3） 調 査 ・分類／物理 探査

　物理 探査の 手法 は，「高精度化」 と 「簡便化」 の 二 つ

が 大 き な 柱 と な っ て い る。3 次 元化 を 含む 高精度 な 調 査

手法の 確立 に 向 け た 技術 の 進歩 と，調 査 予 算 の 観 点 か ら，

簡便 な 手法 の適用 や 開発も行 わ れ て い る 。 例 え ば，表画

波探査 は，従来の 屈折法 に 比 べ る と簡便で ，環境 へ の 影

響 も少 な く，ノV値 との 対応 性 か ら設 計 へ の 反 映 が 容易

で あ る こ と か ら，地 下 数 10m 程 度の 調査で 多用 さ れ て

い る 。 ま た，常 時 微 動 計 測 や 超 音 波 探 査，地 中 レ
ーダー

な ど の 簡 易 な手 法 の 適用 が 進 ん で い る。

　  　調査
・
分類／モ ニ タ リ ン グ

　モ ニ ク リン グ は，地 形 形 状，地 盤 挙 動 の把握 ，構造物

挙動 の 把握 を 冖的 とし，新た な 計測 方法 の 開発お よび適

用，光 7 ア イ パ ー
に よ る構造物変状把握，計測デー

タ の

無線伝送 ，計測 器 へ の 新材料，他分 野 技術の 適 用 な ど が

最 近 の 動 向 であ る。さ ら に，防 災 計 画，そ の 対 策の た め

の 状況 把 握 を 目的 とした 監 視 手 法 と して 光 フ ァ イバ ーや

衛 星系 ネ ッ トワー
ク の 構築が あ る 。 そ して，モ ニ タ リン

グ結果 は，分 か りや す い 情報提供の た め ， 定 量 基準 の 作

成，情報伝達の 速度向上ソフ トの 作成，予測解析手法 と

の 組 み 合 わせ で 行 わ れ て い る。

　  　調 査 ・
分類／地 下 空 間 建 設

　地 下 空 間 建設 は，よ り大 深 度 化，長距 離 化，長 期 化 す

る と予 想 され る こ とか ら，機能や 信頼性 が よ り高 い セ ン

サーや 現場 計測 が 必 要 と され て い る。ま た，従来の 工 事

の よ う な離散した デ
ー

タ管理，保管方法を改め，デ
ー

タ

の 蓄積 とそ れ ら の 設 計 ・施 工 へ の フ ィ
ードバ ッ ク を可 能

とす る もの が 求め られ て い る 。

　3． 現状で の 問題点

　（1）
一

般

　新 た な設 計 法 は，今後統
・
され た 考え方 を確立 す る必

要 が あ る 。 また ，「地 盤 改 良 」や 「補 強 十 」 は，設計手

法の み な らず，それらの 品質管理 法の 確立 も望 ま れ る。

　〔2） 調 査 ・分 類／リモ
ー

トセ ン シ ソ グ 他

　 今 後，リ モ ートセ ン シ ン グ や 画 像 自身 の さ ら な る精 度

の 向．L が 望ま れ る 。 ま た，リモートセ ン シ ン グや 各種画

像 な どの 非破 壊 情 報 か ら得 られ た推 定 情報 が，十 分な 精

度で あ るか ど うか の検討 が必 要 と思 わ れ る 。

　（3） 調査 ・分 類／物理 探 査
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　 各 種探 査 手法 の 課 題 は，測 定値 と推 定 され る物 理 量 ・

物性値 との対応 と思 わ れ る 。

　 （4｝ 調 査 ・
分類／ モ ニ タ リ ン グ

　 ハ
ード而で は長期間の 計測や測定精度び）確保 に 向け て，

計測機器の 精度や 耐 久性 の 向 Eが 必要 で あ る。その た め

に ，従来技術 の 評 価 や 異 分 野技 術 の 適 用 可能 性 の 検 討 が

必 要 で あ る。ま た ，防 災機能の 観 点か ら，ネ ッ トワ
ー一

ク

の 活 用 や メ デ ィ ア の 活用 ，連携 な ど が 課題 と 考 え られ る。

　   　調査
・
分類／ 地 ド空間建設

　 大都市 で の大深度地 下 は 避け られ な い が，人深 度 化 す

る と，地 表 面付 近 よ りも地盤 ，地 下 水 お よび環境 が複雑

化 し，か つ 高圧 下 で の 施工 を 伴うた め，浅，中深度 i：事

と比 較 して ，よ り綿密で 合理 的 な調 査 ，計 測 が必 要 とな

る。

　4． 将来へ の 展望

　 o）　 般

　我 が 国の 先端的 な研究分野で あ り，国際貢献へ つ なが

る もの と考え られ る。今後積極的に 取 り組 む べ き必 要性

が あ る。

　 （2） 調 査 ・
分類 ／ リモ

ー
トセ ン シ ン グ 他

　 リモ
ー

ト セ ン シ ン グ は ，物理 的 に 非接触 で 対象物 を 調

べ た り測 っ た りす る こ とで ，写 真，航空写真，衛星画像

を活用 す る技術 が さ らに進 歩 す る こ とに よ り，今後，広

域 ，陸域 ，水 域 の 様 々 の 分野で 活用 が拡大す る こ とが 期

待され る。

　 （3） 調査
・
分 類／物理 探査

　 構 造 物 の 健 全 性 評 価 を 目的 と し，1＞ 値 ，力 学 定 数 や

水 理 定 数 と対 応 す る探 査 手法 の 発 展 が 期 待 され る。また ．

探 査手法 や セ ン サー
の 開発

・改 良の ハ ード面だ け で な く，

探査結果判読の 簡易化
・一

般化 ， 信頼度の 評価方法な ど，

ソ フ ト面で の 発展も期待した い。

　（4） 調査
・
分 類／ モ ニ タ リ ン グ

　 使 用 機 器 の 耐 久性 向上 ，測 定 の 信 頼 性 向上，長 期 間 測

定 の た め の 計 測器 の 取 替 え の 対 策 ，計 測 テ
ール 伝 送 無 線

化，計測器の メ ン テ ナ ン ス フ リ
ー

化 と，ソ フ ト面か ら計

測中の イベ ン ト計測が可 能なシ ス テ ム な どが 考え られ る。

また，防災機能 の 向上 の た め，各種 ネ ッ トワ
ー

ク 構築に

向 けて ，行政機 関 との 積極 的 な連携が 必 要 にな る と考え

られ る。

　  　調 査 ・分 類／地
．
F空 間建 設

　 地 下 空 間建設 の 設 計
・施 工 を支障無 く実 施 す るた め に ，

十分な 事前調査や 施工 中の 調査 お よび 計測が 必 要で あ る

が ，不 確実性があ るた め，施 工 中の リ ス ク 管理評価を
’
7

イ
ードバ ッ ク す る こ とが重 要 で あ る。取得した 調 査計 測

デー
タ をデー

タ ベ ー
ス化 し，　

一
元 管理 の も とで ，情報 を

共 有す る 体制の 構築が 望 ま れ る。
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